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j議 一主
~ 

調東大震災の前、私がまだ中学生の頃に、家から 1時間近くもかけて

神田まで正=き b 丸善の支防で英語の小説を買ってきて、半分くらいしか

わからないのに、洋書というものを読んでみたいという願いから、ディ

アンスの“すーノレド e キ ..t，}オシティ・ショップ"や、シャーロット・

アロンテの“ジェーン・エア"を読んだものであった。それでも買った

、.けで読み桟したまま、とり残きれたものもかなりあって、その中の 2.

，) H世は今で:もみ;棚の間にある。

その頃、芝験参巧-tt?の教はごく少なく、また欲しいだけ買いこむ資力

もなかったので、示iこ人れた陀かのものを隅から隅まで読んだものであ

1 た c その t!->!'ti'!ヤー時五校の ~fi も参考方はあまさず読んでいたが、太字に

¥ると、がflfjの参考 f号はぷ体!英語かドイツ語であったので、小説を読む

ごうに、矢!!らない単語をとぼして読んだりしては、大事なことはわから

よいのどうしてもdむのに時間がかかり、そのうちに読み残しという本

ド次第にふえてきた。

人‘学をHlて、今の建設計上>t，研究所の前身で、あった七木試験所に入り、

hfに東大に移ってからも、読まねばならない本、読んでおいた方がよい

と思われる本が、いくらでもIHてきて、次第にあとまわし、そのうちに、

ということになり、その t:に、何時か役に)'1.つこともあろうかと、買い

込んだ本、国際学会などの論文集ーなどと、本棚はいくらあっても足りな

いという状態になった。それで大学の定年になっても、自宅ではとても

収容しきれないので、結局かなりのものを寄付したり、処分したりとい

-13-



「

うことになった。

自分でも何冊か本を書いたこともあるので、本を捨てるということは、

他のものと違って仲々決心がつかない。それで自宅の本棚には、未練の

残った本や論文集の額がまだ沢山並んでいる。仕事がなくなった今口、

時折一、二tlけをとり出して開いてみると、 {uJ故早く読んでおかなかった

のだろうと思うような本がある。 fiい時には仕事に追われて、ゆっくり

本も読んでいられないと思うような時代もあった。しかしそのような時

にも、なお読書ができるようでなければ、大学教師の資格がなかったの

ではないか、と反省させられる。

近頃は散歩の折に、時々本屈に立ち寄る。それは今史、専門書をさが

すのではなく、比較的簡単に読める文学書、宗教書、科学の持家評など

で、やはり本を読まないでいる、ということも出来ないのである。そん

なことで私の身のまわりには、次第にこのような本の山ができて、始末

に困るようになってきた。そして色々と読むにしても、やはり n分のも

のだけは変らずに読むことの大切さを改めて思う。

高校のドイツ語の授業の折に、相良守峰先生が、ある作家(多分グリ

ルパルツェルであったと思う)の最後の三葉を話された。その時代には、

モツアルトやレンプランドなどの大芸術家も、貧困と孤独のrfJで晩年を

過ごした。この作家もそのような状況であった。彼を助けるために訪ね

てきた友人に対する最後の仁I葉は、 “zu spaet" (ツー シュペート、

起すぎた)であった。私は今でも折にふれて、 70年近くもriijに相良先

生から聞いた「ツー シュぺートJという，-，葉を思し、出すのである。

(1992-4) 

H 



アイウエオ

私たちは毎日、日本語で考え、話し、読み書きしている。この日本語

をできるだけ美しく話し、美しく書きたいものである。日本語の中にあ

る幾つかの問題点は、外国語と比較した時に、明らかにされると思う。

文章を書いてみて感じるのは、ヨーロッパ系の弓葉は理詰めであるとい

うことで、日本語は、理屈に合わなくても感じでわかる、というところ

が少くない。その他にー音一字の日本語と、単青節をもっ漢字の中国語、

シラブルで単語を組み立てるヨーロッパ語との聞の遣いは、特に歌や詩

の中に端的に現われる。日本の和歌や俳句では、アイウエオの単汗を 5

-7-5-7-7または 5-7-5の数に組み合わせる。しかし漢詩の

場合、例えば七言絶句では、漢字を7--7-7-7の数に組み合わせる。

つまり音の数ではなく、音節の数をそろえるのである。ヨーロッパ語の

詩もやはり音節の数を揃える構造になっており、各行の最後の韻を合わ

-18 



I1本語の歌では一汗に a汗符であるが、せるのも漢持と共通している。

それで、外[141mの歌を[1*訴に翻訳し外 r-t~Jtfでは---1Y節に一日符である。

一例としてノ、て歌うためには、歌山iをかなり行田~しなければならない。

の;歌山jを、 t!tii i イネのλ?にメンデルスゾーンが!UIをつけた「歌の翼に J

打、イネ品定 iにiBてiiーがIHIの什わせて1'1'-)たものと、)'，，11敏彦副の

いる、 ji;{作に近い 1沢とを比較 Lてみる。

i
 
l
 

-

-j
 

;款の _'..iばき.nを乗せ
i卓(とう¥ -:)! 14のガンギスの野ヘ

泣:才lゆかん おとは丈lJる

くしさ辺行をは

i
 
j
 ，
-
a
 i
 

、

t

;政のつはざを的りてfJゐかな

十(下士〉)のあふるる

いとら愛〈め1

事1.き花IIXくf:;iJありて

!砕かなる)j 1;t.;そこに!照りわたり

あまたの並花(はろす)きみを持つ

そのはらからを持つごとく

(くりかえし)

，~;の i I~-" ， 

のさすliijにJEは丹り

t，J，わたす;也には

kt{ {は九す)におう

i場(ひ)

(くりかえし)

! f ;}-，:，iNでは多くの r~. ft~ を/r'í'時しなければならないことこれをはても、

! 1本sfffでも ;1:釘!で、子if院なく弓た勺ているしかし，;):1吟では、がわかる、、

のであるから、歌山でもまだ授らか品めこむことができるかもしれない口

私は!1 ~，iti のアイウエオ 5 () i"，ーには改良の余地があると思っている。

それでぶ L，j-葉としてはサ、γパリjじ米I1み"出には;干の数がJI:'i;l;に少い。

ところが封近外来語が洪水そのことは出くないのである。した感じで、

それにカタカナ ji-きで対比;しているが、?数がやのように人ってきて、

チョなどの行は

ちょ、きゅ、きや、

もちろん!1本語にもキャ、キュ、

般にはこれらを、

19 

むかしから人ーいに使われていて、

くて対応しきれない。



と書き、通人は蝶々を「てふてふjと書いたりして楽しんでいた。戦後

になって、きや、きゅ、はキャ、キュのように小さい添'子を使ろように

なり、野球ファンを野球不安、写真フィルムを写12ノド怠留夢と r=1われる

心配も少くなった。また最近は、ヴァイオリンと害くことも認められて、

かなりよくなったが、それでもまだアイウエオそのものにも問題がある〉

例えばタ行は夕、チァ、ツァ (ta，cha， tsa)で初まる 3行分が一寸tの

引にj昆;在しているのである。 Ilijじようにダ行もダ、ジャ、ザ (da，ja，zaj 

の3行分が雑然と入っている。

この他にも、 th とs， 1 とrの区別、外務省のガと、損害のガのbく‘

ヨiJなどが今後の問題であろう c



優雅な対話

二人の人が何かの用事や相談事で話し合うとし hうのは日常的なことで

あるが、このような時に、自分の気持ちゃ考えを間違いなく、誤解され

ずに伝えるというのは、かなりむずかしいことである。相手に事柄につ

いての予備知識が全くない場合には、話したいこと又は伝えたい気持ち

が、完全には伝わらないことの方が、むしろ普通と言ってよいくらいで

ある。

対話で必要なのは、何と言っても、丘に相手の気持ちをよく理解する

ことである。相手かまわずしゃべり立てたり、相手のことを「何を考え

ているのかわからんj などと β・うのは、そもそも対話を始める資格のな

-20-



いことを告白するようなものである。つまらない一言で感情を害し、そ

れ以後、気まずくなった、というのは、よくあることである。

先日、本屈で何気なく岩波文庫の「和泉式部日記」を買った。まだこ

のみ;を読んだことがなかったので、読み難くかったが、注解を頼りに少

しず.つ読んてでみると、これは日記とは言いながら、冷泉天皇の第四皇

f自1I(ソチ)の宮と式部の間の恋愛の初めから皇子の死までの 10ヶ月

間、歌をやりとりした記録のようなものである。和泉式部はその前に、

帥の宮の兄、弾jl二の宮と交際していたが、この皇子が早死にして、 「夢

よりもはかなき問の中を、嘆きわびつつ明かし暮らし」ていた時に、剖j

のi二fから橘の花が贈られてくる。式部は

薫る持によそふるよりは時鳥(ホトトギス)

聞かずや同じ声やしたると

という歌を返した。すると白から

jliJじ枝に鳴きつつをりし時鳥 声はかわらぬものと知らずや

という返歌が来て、交際がMめられる。和歌は口では言い難い気持ちを

伝えるのに適した構造を持っているようである。その点、漢詩は大体、

i討しエ感じの独(l調である。 日本語の 50古文字には色々と欠点があるけ

れども、和歌や俳句はこの 50高ーのひらかなによって発達したもので、

平安時代における和歌やひらかな文学はこの文字があったからこそのも

のであった、とj-Iうことができるであろう。

現代の社会にもこんな優雅な対話の形式があったら、世のrflがもっと

なごやかになるかも知れないu

1

・2
円
〆
ん



四季の:歌

13 1 布の:;政

スポーツを来しむ人々にと勺ては、寒い冬も暑い夏もそれぞれに楽し

いシーズンであるが、私の打かった時には、 Jf事が今のようではなかっ

たから、冬のスキーに何[111かIB掛けたという程度であった。それでも長

い休みがあるというだけで、反も冬もそれぞれに良い季節であったO

今では反と冬、特に冬ほ私にとってまことに過ごし難い数ヶ月である。

それだけに風薫る季節になって、わが家の小さい庭でも、俄かに木々に

軟かい古葉が満ち槌れ、ふだん子入れもしなくて雑草のようになった草

が、あちこちで'{Eをつけ初めると、植物の牛.命JJの強さへの驚きと共に、

点びの季節を実感する。

それにも拘らず、 ifから者は人間にとって、何故か物思いの時でもあ

る。それで存によせて多くの嘆きの歌が作られた。子近かにあったハイ

ネ詩集 CJi，LI敏彦叔)のIt 1からその一つをとり出してみた。
25-



森も畠も緑に萌え ひばりは高く空にさえずり

きらめきと薫りと彩(アヤ)と 現(ウツ)し世の春は来た

ひばりの歌はわが心の 寒い冬の思いをなごめ

かくてわが胸から湧きでるのは 悲しい嘆きの歌

ひばりの歌は妙えにひびく「何故君の歌は悲しいのかJと

おお小さい歌手よ、この歌は いくとせをわがくり返しうたった歌

憂い心の重い時、この歌を みどりの林にわれは歌う

おおひばりよ、君の祖母(オオハハ)も このわが歌を聞いたのだ

~ 2 浜辺の歌

あした浜辺をさまよえば 昔のことぞ偲ばるる

風の音よ、雲のさまよ 寄する波も、貝の色も

私はこの詩を夏の歌だと思う。この詩の作者、林 古渓という人は、

本名を竹次郎といい、私が京北中学に通っていた頃、この学校でi五，1J!fと

漢文の教師をしていた。この先生の揮名はダルマで、掛軸などに両かれ

ているダルマを連想させる風貌であった。クラスに春原という生徒がい

て、その名をスノハラと読むのを、 「春の古い音はスで、春日をカスガ

と読むのは、カという装飾音をつけたのであるj、と講釈してくれたの

恩いだす。

この先生は時々苦しそうな咳をしていたので、あの浜辺の歌の連想か

ら、若い頃に病気をして、海岸で保養をしていたのではあるまし、かと惣

像している。現荘、京北ItE校の校庭には浜辺の歌の碑が建てられている。

-26-



枯葉8 :3 

，...-一一

冬のmJ1)也が狭いので背ばかり I:目:]くなっている。私の家の怖の木は、

!I )jになると、 ;21に/k々しい若ι主は枯れたようになっているこの木も、

そして秋になり、実がいつの!日!にか小さい実をつける。で一杯になり、

行っと Jl に主は次第に 'j); く色づき初めるの定が熟すと~.の Jjから収穫す

るが、山JL、ところのものは小1:;たちの加になり、葉のほうはj誕の吹く位

に散り ir:r一%、秋のほでついに・枚も伎らず治;ちてしまう。

て散6ケ)jの命を終杯働いでいた似のltが、内から，去の問、:fi，

いながらも mL い I)l~ れである。 本ちまってしま弓のは、 fXω)rlil'itiとは

fーのン-1-，ンソる。私の好きなメヮt丙ト tFJ3汁ダハt¥...大
' 曹、一ー 司、_'"1'" 

ふ:、、
、也、ぜ 4τ}

のパ i!のfJJ'こ散るマロニエの佐によせて;孜うのであ'れし
J
〉
t
l
j
 

i l' 
、〈炉、

日刊
4
h

v
トれ
H

， 
4 

絶えuuなく散りゆ〈枯葉よ
胤iこ散るt五ちif河のごとく K?たい Lの 1.にf五%はてて
色あせた 過ぎし[1の;恋の:設を

J心のうちに聞くよ

村J~.主よ

-，弘
〆シコ Y) 

(藤lH政雄z沢7すかにも

長'1

この雑誌は、という児宅雑誌が111た。staJゾリ
，
、i
‘
 
、、B 
}
l
U
 

今

J

、、、i
 
l
 
J' 
f
|
 

在、がI!l'，?に人った凶、

:. lf!: I"iや{n;，j武郎などの市品、-'F，'jが 1:幹で、激イIr 11 Jトの作家、鈴木

そのj主主IJ本がJUれてい7 0年後の今 1Iでも、1'1秋の !'i¥d:nが z法っていて、

['， 秋の「ιi，五[件、li心 iからその品;手ノIは多分、るほどの丈γ:雑ιであるの

ム1ぐたものであろう。1t，(iLlIII'，~，Ì[Íムくに 111'11丘 iぷ!という小公 i剥ができて、

:南山たちが雑誌の樹立ーのために長

27 

ここはrjiに亦μ!告という家がある口



まった場所の跡であるという。雑誌の誌名が由来したと思われている白

秋の童謡「赤い烏」の歌詞は

赤い烏ことり なぜなぜ赤い 赤い実をたべた

青い烏ことり なぜなぜ青い 青い実をたべた

というのであった。

私の家の庭の千両の茂みとピラカンサスの木は、正月頃には一面に赤

い実をつける。これらの木の実は、いつも近所に住む貧欲な尾長たちに

狙われている。木の方では烏に食べてもらいたいので、飾りたてている

のかも知れないが、やはり一応は木に網をかけたりして、防護策を講じ

ている。尾長のような乱暴者でなく、もっと可愛い小烏が来て、適当に

食べて、赤い烏になってくれれば、私たちも大いに歓迎するのだけれど

も、雀も四十からも、食べるのは柿ばかりで、千両jなどは食べない。結

局、尾長に食べられる。これが自然の成り行きというものらしい。

大岡 信という歌人の「折々のうた(9) Jという本に、正月の歌と

して、次のような古歌が載っていた。

ももちどり さえずる春は 物ごとに

あらたまれども 我はふりゆく よみ人しらず

古今集巻一所載ということである。

(1992-1) 

--28-
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気のきいたι葉

欧米人は一般に、会話のqlで一、jーした瓦談やジョークを f-jうのが i

である日私たちにとっても、会 ri古をう~ しませるような話しん・を身につけ

るのは大切なことである。

もう 15 q:か20"1-:もliijーのことになるが、 ヨーロッパで聞かれた学会

の後で、私はI'Hド、イツのカールスルーエにウ:ち寄った。 ここには以前か

らずlの聞こえた研究所があったり カールスルーエにはヤ港がなかったの

日アて

に、 ス!し三いソトプ]/しトまで飛行機でfj'き、 そこからは鉄道であった。員}~

'::i !k. < c 、-J J 、、ー一 、 下;??でも・絡になったアメリカのエルダ一氏に:1¥会勺た。彼

はテネシ--iJiJ党公判にいた人で、 カールスルーエにいる知人のJiJyiこhく

とし、う口 トイツの汽 11(には-_'"S;と :守こがある。 どちらにするかと開くと、

彼は ーらも人lるんだろう JとL、う。 それでー絡に一;写に乗った。

ヨーロツ，<の一等 Ij(は人;てい/i人掛けの狭い本に分れていて、'だは我

々には I! 本と 1'" じような H~怖の ソ:手IFの)jがえL分がいいのである υ とに

かく ----~:y 七\ 11らかなどと、 つまらない相談をしないで済ます、試のき

いたーパはまことにi'i1ftである。 そして円分でもこの位の ri葉がすぐに

:1¥るようになればと出う。 (1992-5) 
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1 0進法

25mx/l0mの、ドらな L地を出11Mして、正確に 3等分することはnJ

能である。しかしその L地の価格が 1億円であるとして、 3人が共同購

人した場台、 1ti1 flJを3等分することが出来ないし、夫々の所有mi積も

;まっきりした数'/!こならないっこの手前のJJjilk!は数字の 10 進法にある。

私たちがいつも使ってし:る数γはアラビア数字とJい、

0， 1、 2， 3， /1 有 5 旬り~ 7， 8， 9， 10， 1 1~ 1 2~ 

とな勺ていて、これは 10 進ぞある。 {t 1• い時イにには拐を Ni って 1Ji-R し

たからであんう )点本数71i土oから 9までで、 iリから i:はそれらの来日

子、わせで幾らでもぷ現することができる。この他に riiくから、 Lf![叫で

(ま i'~数'[:が{史われ、ヨ←ーロ、ソパにはローマ数字があった。それらは

問、丘、/〈、仁、八、九、ト、 l 、

I、耳、型、lV、 V、町、 vn、湖、宮、 X、X 1， X耳、

であって、どちらし 10 jffi tLであるが、サぐに気がつくのは、どちらに

もoがなく、 iから 10までが説本数'子になっていることであるのその

ために大きな数'j-=をよむわすのに、((、下、 hのような記号が必要になり、

/JII 減乗除の，il~t7には大変にイ、他である。アラビア数宇はインドから人っ

たものと， Iわれるが、そのqJにoを加えたことは真に大発見であって、

りがあることによって、 λ'C'，iがいかに便利になったかは、我々が f11言経

験している所である。

しカか、しこのように良くできたアラピア数

一:31
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り不自然な所もある。その一例が1/:3 である。これは

1/3 = O. ~j3333…………… 

となって、確定できない数のように見える。しかし実際には 1/3 とい

うのは、そのような不確定な数ではなく、]0 mの長さの直線上に、そ

の 1/3 の長さの位置を正確に決めることができる。それが 10進社、の

数字では正確に表わせない。そこで仮りに 12進法というものを採}りし

たとして、現行数字の 10， 1 1に相当する数字を X， Yとすると、 Jじ

の 12， 2 ，1が 10， 2 0と苦かれることになって、新しい数字は

1， 2， 3， 11， 5， 6， 7， 8， 9， x， yヲ 10， 11，

18， 19， lx， ]y， 20， 21， 

となる。新しい数字では 10ご 3x;tであるから

1/3=0.4 

である。これならば、 1/3 は確定した数として表わされる。しかし今度

は10が 5で割り切れない、という新しい問題が起こるので、大変に便

利になる、というわけではない。また度量碕でも通貨でも、現代の文;化

がすべて 10進法を基礎としているから、いま史これを変出することは

もはや不可能と討わねばならない。私も 3分の lについては、なるべく

J /3と書いて、 O.3333……は避けることで、 10進法に満足することに

しようと思う。

... :{8 



引力

うすぐもりの冬の夕暮れ時、東の空にボンヤリと浮かんでいる月を眺

めていると、あの大きな物体が空中に浮いているのを、何となく不思議

に感じるようになってくる。勿論このことについては 300年も前にニ

ュートンが、万有引力の法則によって完全な説明を与えた。つまり地球

と月との間に働く引力が、月の地球をまわる運動によって起こる遠心力

とつり合って、この位置を保っている、ということには全く疑う余地が

ない。

それにも拘らず何となく不思議に感じるのは、月がそれだけの遠心力

を起こすほどの運動をしているように見えないことと、今一つは、月を

地球に引き寄せる引力は、真空の中をどのようにして伝わってくるのか、

という疑問からである。この疑問についてニュートンは何も詰っていな

い。引力は磁石が鉄屑を引き寄せる力のような遠隔力である。磁力につ

いては、電磁場の理論が詳しく研究され、今日では電磁力も電波もすっ

かり人間のものになった。万有引力の代表的なものは、天体による重力

であるが、これについてもアインシュタイン等によって重力場の理論と

いうものができて、 'n力のエネルギーが重力波として空間を伝わるとい

う説明がされているが、極わめて難解である。

そこで理論の理解はともかくとして、すべて質量を持つものはそのま

わりに重力場を持ち、他の質量を持つものを引きつける、というのであ

るから、人間もその例外ではない筈である。そこでAとBという二人が、

-39-



ある間隔で立っている時に、この二人の間に働く引力はどの程度のもの

か、簡単な計算をして見た。

引力についての公式は

引力二(万有引力常数) x (Aの質量) x (Bの質量)

-o- (AとBのIt1心間隔の 2乗)

である。万有引力常数については、子元にあった高校物理の参考書にH¥

ていたCGS単位によるものを S1単位に換算して、 6.67X(10のマイ

ナス11乗)とした。

;人の体重は共に 50kgとすると、 S1単位では質量が 50kgである。

[t1心間隔を 1rn とすると、計算の結果は、引力が約1.7ニュートンの]0 

の 7乗分の1， メートル法で 10万分の1.7グラムの)]であった。
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ローマの水道技術者

数年前に私の所属している!司際水理学会で、古い時代に水問題に関係

した人達や、近代の学問発展に寄与した人々の業績を集めた本を作った。

その[11に占代ローマの水道事業に携った二人の、政治家であり、技術者

であった人についての記宇があって 2000年前の大事業について色々

と知ることができた。この事業は紀J1.:前1世紀の半頃から、 100年余

に瓦って、イタリア半島を初め、現在のフランス、スペインの数ケ所で

行われたもので、今でもその遺跡が存在し、これらの水道の建設に携わ

った人々による報合書によって、この事業の細かいことまでを知ること

ができる。

このすi業の報告書を残した最初の人ヴィトリヴィウス(VHrivius. 

BC 84頃-0頃)はローマ帝国の初期の皇帝たちの時代に、国内各地の
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公共建造物の建設について、調査、計剛、[)事の詳細な報告書を書き、

後継者に情報を残している。彼はその他にも、水車、揚水機などの本も

書くという万能の人であったようである。

水道事業についての報告書を残した第二の人フロンティヌス(Fron-

tinus.AD35年頃-103年頃)はブリタニアやアジアの総督を勤めた人で、

軍事技術などに関する幾つかの論文を書くと共に、彼が水道事業の長官

に在任中に造られた 9ケ所の水道について、詳細な記録を残した。

当時の水道は、今日残っている遺跡の写真を見ても、その規模の雄大

なのに驚かされる。報告書を紹介した文章や、遺跡の写真を見て、典型

的な説明図を作ってみた。

山地の泉か川に水源地を作り、これから都市まで、所によっては数ト

kmも導水する。ポンプのない時代であるから、水はかなりの高さを保っ

て、都市まで運ばれねばならない。山はトンネルで、小さい谷はサイフ

ォンで通過し、平地では水は高架橋の上を流れる。都市郊外で水を-}J_、

配水槽に入れるが、水質が悪い場合は、水路の途中に櫨過壁を入れる。

都市の中には公共の泉を設ける他、公共浴場や個人の邸にも給水する。

当時は蛇口がなく、水は常時流れているから、都市には-F水道もあった。

給水管のサイズはかなり細かく定められていた。これは恐らく水の使用

料が給水管のサイズで決められていたためであろう。

水路や水路橋は石積みで、しつくいを使い、給水管は鉛板を円筒に巻

いて作った。その時、断面積の計算に使った円周率は、ヴィトリヴイウ

スが25/8、フロンティヌスが22/7であったという。

t:: c) _ 
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